



























‘ectogenesis’（体外発生）という語は、英国の生物学者 J.B.S.ホールデンが 1924 年に初
めて用いた。体外発生とは、「人間の体外での生産」（ ’n. Biol. the production of structures 








































発生」とは言えず、単に人工臓器の臓器移植ということになる。海野  8 は  幹細胞による
人工子宮の研究は現実性のない話であり、むしろ子宮（脳死・生体）臓器移植 9 の研究を
先にするべきであるとする。 





















やや隔たりがあるが、記事では低出生体重児が生まれやすいとされる ART との関連 14 も
示唆される。「人工子宮の開発は、……人間を繁殖させる政府の政策ではない。その正反対、
不妊治療とよりよい子孫を求める大衆、つまり消費者の欲求から生まれたのである」。 


























































る  23 とも考えられる。また近年の出生前検査において超音波装置で胎児を「見る」こと
が、多くの親たちにとって子どもとの絆を生成する満足感を得られるものであるとする意
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